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(57) Abstract: Disclosed are an illumination device to b e located immediatelv below an o ect t o b e illuminated, wherein a plural
ity o f point-like light sources are arranged, and a display device provided with the illumination device. Even in a structure wherein
the light emitted from point-like light sources i s diffused and planarly emitted, i n order t o provide an illumination device which
can uniformly and planarly emit the light without reducing the light intensity at the overlapped portion o f the light emitted from
the point-like light sources, point-like light sources (LED light sources (1A)) each diffusing the light t o be emitted in a square-
shaped light emission distribution (HI), are used as the aforementioned point-like light sources, and an illumination device (LED
backlight device) (4) wherein the point-like light sources are arranged m a planar manner so that the square-shaped light emission
distributions (HI) of the light diffused by the point-like light sources are overlapped in parallel, i s used as the aforementioned illu
mination device.
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添付公開書類：

- 国際調査報告 （条約第 2 1条 (3))

点状光源 を複 数配設 した直下型の照 明装置 お よび この照 明装置 を備 える表示装置 において、それ ぞれ
の点状光源 か らの光 を拡散 させ て面状発 光す る構 成で あって も、複 数の 点状光源か らの光が重 な リ合 う
部分の光強度が低下せ ず均一 な面状発光 を可能 とす る照 明装置 を提供 す るため に、射 出す る光 を四角形
状の 出光分布 H 1 で拡散す る点状光源 （1_ 巳0 光源 1 六） と し、 この 点状光源 が拡散す る四角形状の 出
光分布 H を平行 に重 な らせ るよ うに して複 数の 点状光源 を面状 に配設 した照 明装置 （L E D バ ック ラ
ィ ト装置） 4 と した。



明 細 書

発 明の名称 ：

照明装置、表示装置 、テ レビ受信装置 および L E D 光源

技術分野

[0001 ] 本発 明は、液晶パネルの後方か ら光 を照射す る照明装置 、 この照明装置 を

備 える表示装置 、 この表示装置 を搭載す るテ レビ受信装置 、および、 この照

明装置 に用 い られ る L E D 光源 に関す る。

背景技術

[0002] 近 年、発光効率の向上や発光量の増加 と共に、寿命が長 く消費電力が小 さ

くて、環境 にや さ しいとされ る L E D (L i ght Emi t t i ng Di ode ：発光 ダイ

オー ド） を用 いた照明装置が実用化 され つつある。また、青色 L E D チ ップ

が開発 され て以来、 この青色 L E D チ ップと、 この L E D チ ップか らの光 に

励起 され て所定波長の励起光 を発光す る蛍光体 と、を組み合わせて 白色発光

す る白色 L E D 光源や、青色 L E D チ ップと緑色 L E D チ ップと赤色 L E D

チ ップとの三原色の L E D チ ップを用 いて 白色光 を合成す る白色 L E D 光源

が開発 され ている。

[0003] そのために、液晶表示装置 な どのバ ックライ トと して、 この 白色 L E D 光

源 を配設 した照明装置 （L E D バ ックライ ト装置）が用 い られ ている。また

、液晶表示装置 な どのバ ックライ トと しては、表示画面の後面に光源 を配置

す る直下型のバ ックライ ト装置 と、表示画面の側部 に光源 を配置 し表示画面

の後面に導光板 を設置 して、表示画面の側部か ら導光板 に光 を入射 して、導

光板 内を反射 させなが ら導光板の発光面か ら面状 に発光 させ るエ ッジライ ト

型のバ ックライ ト装置が知 られ ている。

[0004] エ ッジライ ト型のバ ックライ ト装置 は、表示画面の側部 に光源部 を設 け、

表示画面の後方 に板状の導光板 を設置す る構成なので、薄型化が容易であ り

、液晶表示装置 な どの薄型化 に とって好ま しい。また、直下型のバ ックライ

ト装置 は、表示画面の後面に光源 を設置 して直に照明 しているので、高輝度



照明が容易であ り、発光輝度のェ リァ毎の制御 も容易 とな って好ま しい。

[0005] また、それ ぞれの L E D 光源 は、サ ブマウン ト基板 に L E D チ ップを搭載

してその上 を透 明樹脂 、あるいは所定の蛍光体 を配合 した透 明樹脂 で封止 し

てパ ッケー ジ化 された L E D パ ッケー ジか らな り、 この L E D パ ッケー ジを

、 L E D 実装基板 に複数一体 に設置 してモジュール化 された所定形状の発光

モジュール （L E D モジュール） を形成 している。

[0006] また、直下型のバ ックライ ト装置 においては、 L E D 光源か ら射出 され る

光 を拡散 して均一にす るために、拡散板や レンズ シ一 トな どの光学部材が配

設 され ている。 この よ うなバ ックライ ト装置 を備 える液晶表示装置の一例 に

ついて図 1 2 を用 いて説明す る。

[0007] 図に示す よ うに、液晶表示装置 6 9 は、液晶パネル 5 9 と、 この液晶パネ

ル 5 9 に対 して光 を供給す る L E D バ ックライ ト装置 4 9 と、 これ らを挟み

込むハ ウジング H G (表ハ ウジング H G 1 裏ハ ウジング H G 2 ) と、を含

む。

[0008] 液 晶パネル 5 9 は、 T F T (Th i n F i l m Trans i stor) 等のスイ ッチ ング

素子 を含むアクテ ィブマ トリックス基板 5 と、 このアクテ ィブマ トリック

ス基板 5 1 に対向す る対向基板 5 2 とをシール材 （不図示）で貼 り合わせ る

。そ して、両基板 5 1 5 2 の隙間に液晶 （不図示）が注入 され る。

[0009] なお、アクテ ィブマ トリックス基板 5 の受光面側 、対向基板 5 2 の出射

側 には、偏光 フィルム 5 3 が取 り付 け られ る。そ して、以上の よ うな液晶表

示パネル 5 9 は、液晶分子の傾 きに起 因す る透過率の変化 を利用 して、画像

を表示す る。

[001 0] 液 晶表示パネル 5 9 の直下に位置す る L E D バ ックライ ト装置 4 9 は、 L

E D モジュール M J 、バ ックライ トシャー シ 4 1 、反射 シー ト4 2 、拡散板

4 3 、 プ リズム シー ト4 4 、および、 レンズ シー ト4 5 を含む。 L E D モジ

ユール M J は、 L E D 実装基板 2 1 の実装面 2 U に点状光源 1 を複数搭載

して構成 され る。

[001 ] L E D 実装基板 2 は、板状かつ矩形状の基板であ り、実装面 2 1 U 上 に



、複数の電極 （不図示）を並べ る。そ して、 これ らの電極上に、点状光源 1

と して、例 えば、パ ッケー ジ化 された L E D 光源が実装 され る。点状光源 （

L E D 光源） 1 は、それぞれが、サ ブマウン ト基板 を介 して L E D チ ップが

搭載 されている。そ して、電極 と L E D チ ップとは、サ ブマウン ト基板 を介

して導通す る。

[001 2 ] なお、 L E D 実装基板 2 における実装面 2 U には、保護膜 となる レジ

ス ト膜 （不図示）が成膜 され る。 この レジス ト膜 は、例 えば、反射性 を有す

る白色 とされ る。なぜな ら、 レジス ト膜 に光が入射 した と しても、その光は

レジス ト膜で反射 して外部に向かお うとす るので、実装基板 2 による光の

吸収 という光量ムラの原因が解消す るためである。

[001 3 ] また、図示す る L E D バ ックライ ト装置 4 9 では、例 えば、 1 枚の実装基

板 2 に 5 個の点状光源 1 を列状に実装 した比較的短 い実装基板 2 1 と、 1

枚の実装基板 2 に 8 個の点状光源 1 を列状に実装 した比較的長 い実装基板

2 1 と、が搭載 され る。

[001 4 ] このように、 5 個の点状光源 1 の列 と 8 個の点状光源 1 の列 とを 1 3 個の

点状光源 1 の列にす るように並び、 さらに、 1 3 個の点状光源 1 の並ぶ方向

に対 して、交差 （直交等）す る方向にも、 2 種類の実装基板 2 1 は並ぶ （な

お、点状光源 1 の配置間隔は、等間隔である）。また、 これ らの配置パ ター

ンゃ点状光源の配設数量は、画面の大 きさや要求 され る輝度な どに応 じて適

宜変更 され る。

[001 5 ] これ によ り、点状光源 1 は格子状 （別表現す ると、 L E D モジュール M J

が面状）に配置 され、 これ ら点状光源 1 か らの光が混 ざ り合 って、面状光が

生成 され る （なお、便宜上、異種の実装基板 2 1 の並ぶ方向を X 方向、同種

の実装基板 2 の並ぶ方向を Y 方向と し、 この X 方向と Y 方向とに交差す る

方向を Z 方向とす る）。

[001 6] バ ックライ トシヤ一 シ 4 は、例 えば箱状の部材で、底面 4 B に L E D

モジュール M J を敷 き詰めることで、それ ら複数の L E D モジュール M J を

収容す る。なお、バ ックライ トシヤ一 シ 4 の底面 4 1 B と L E D モジュ一



ル M J の L E D 実装基板 2 とは、不図示の リベ ッ ト等を介 して接続 される

。また、バ ックライ トシャーシ 4 1 の上に、反射シー ト4 2 、拡散板 4 3 、

プリズムシー ト4 4 、 レンズシー ト4 5 をこの順で積み重ねている。

[001 7] 反射シー ト4 2 は、反射面 4 2 U を有する光学シー トで、複数の L E D モ

ジュール M J に、反射面 4 2 U の裏面を向けて覆い被 さる。ただ し、反射シ

— ト4 2 は、点状光源 1 の位置に合わせた通過開孔 4 2 H を含み、反射面 4

2 U か ら点状光源 1 の発光面を露出させる。

[001 8] すると、点状光源 1 か ら出射する光の一部が、バ ックライ トシヤ一シ 4

の底面 4 1 B 側に向かって進行 したとしても、反射シー ト4 2 の反射面 4 2

U によって反射 し、その底面 4 1 B か ら乖離するように進行する。 したがつ

て、反射シー ト4 2 が存在することで、点状光源 1 の光は損失することな く

、反射面 4 2 U に対向 した拡散板 4 3 に向か う。

[001 9] 拡散板 4 3 は、反射シー ト4 2 に重なる光学シー トであ り、 L E D モジュ

ール M J か ら発せ られる光および反射シー ト4 2 U か らの反射光を拡散 させ

る。すなわち、拡散板 4 3 は、複数の L E D モジュール M J (別表現すると

、マ トリックス配置 された複数の点状光源 1 ) によって形成 される面状光を

拡散 させて、液晶表示パネル 5 9 全域に光をいきわた らせる。

[0020] プリズムシー ト4 4 は、拡散板 4 3 に重なる光学シー トである。そ して、

このプリズムシー ト4 4 は、一方向 （線状）に延びる例 えば三角プリズムを

、シー ト面内にて、一方向に交差する方向に並べる。これによ り、プリズム

シー ト4 4 は、拡散板 4 3 か らの光の放射特性を偏向させる。なお、プリズ

ムは、点状光源 1 の配置個数の少ない Y 方向に沿 って延び、点状光源 1 の配

置個数の多い X 方向に沿 って並ぶ。

[0021 ] レンズシー ト4 5 は、プリズムシー ト4 4 に重なる光学シー トである。そ

して、この レンズシー ト4 5 は、光を屈折散乱 させる微粒子を内部に分散 さ

せる。これによ り、 レンズシー ト4 5 は、プリズムシー ト4 4 か らの光を、

局所的に集光 させることな く、明暗差 （光量ムラ）を抑える。

[0022] そ して、以上のような L E D バ ックライ ト装置 4 9 は、複数の L E D モジ



ユールM J によって形成 される面状光を、複数枚の光学シー ト4 3 〜 4 5 を

通過 させ、液晶パネル 5 9 に供給する。これによ り、非発光型の液晶パネル

5 9 は、 L E D バ ックライ ト装置 4 9 か らの光 （バ ックライ ト光）を受光 し

て表示機能を向上 させる。

[0023] 上記 したように、従来構成の L E D バ ックライ ト装置においては、点状光

源 として L E D 光源を用い、複数の L E D 光源を、例 えば格子状に配設 して

、面状の発光体を形成 している。そのために、点状光源である L E D 光源に

起因する輝度む らや色む らを抑制するために種々の工夫が施 されてお り、 L

E D の真上に放出される光の量を調整する加工部を設けたバ ックライ ト装置

(例 えば、特許文献 1 参照）や、光を散乱 させ拡散 させる光学機能を有する

レンズを具備するバ ックライ ト装置 （例 えば、特許文献 2 参照）などが既に

公開されている。

先行技術文献

特許文献

[0024] 特許文献1 ：特開 2 0 0 6 _ 2 8 6 9 0 6 号公報

特許文献2 ：特開 2 0 0 9 _ 1 9 2 9 5 号公報

発明の概要

発明が解決 しょうとする課題

[0025] 点状光源である L E D 光源を格子状に複数配設 した構成であっても、それ

ぞれの L E D 光源か らの光を拡散 して、隣 り合 う光源同士の光を混色 して均

—な光を得ることは可能である。 しか し、それぞれの L E D 光源の光をただ

単に、 L E D 光源を中心 とする同心円状に拡散 させるだけでは、例 えば、格

子状に 4 個配設 した L E D 光源の拡散光の重な り部に、光強度が低下する谷

間が生 じて しまい問題 となる。

[0026] 特に、高輝度で、且つ、低 コス ト化のために、高出力の L E D 光源を少数

配設する構成の直下型の照明装置 （L E D バ ックライ ト装置）においては、

それぞれの点状光源 （L E D 光源）か らの光を拡散 させると共に拡散光の重



な り部の光強度を揃えることが肝要となる。

[0027] そのために、複数の点状光源 （L E D光源）を格子状に配設する場合には

、それ らの光が混ざり合う境界部分の光強度が低 くならないようにすること

が望まれる。また、均一な面状発光を可能とする照明装置 （L E Dバ ックラ

イ ト装置）を用いて、液晶表示装置の表示品位を向上させることが望まれる

[0028] そこで本発明は、上記問題点に鑑み、点状光源を複数配設 した直下型の照

明装置およびこの照明装置を備える表示装置において、それぞれの点状光源

からの光を拡散させて面状発光する構成であっても、複数の点状光源からの

光が重な り合う部分の光強度が低下せず均一な面状発光を可能とする照明装

置を提供することを目的とする。

課題を解決するための手段

[0029] 上記目的を達成するために本発明は、複数の点状光源と、該点状光源が実

装された実装基板を備え、前記点状光源から出射する光を四角形状の出光分

布で拡散する照明装置としたことを特徴としている。

[0030] この構成によると、それぞれの点状光源からの光が四角形状に拡散するの

で、上下左右の周囲に隣接する光源同士の光を平行に揃えるようにして、複

数の点状光源を配設することができる。また、そのために、それぞれの出光

分布が平行に重なるように配設 して、それぞれの点状光源の拡散光の外側部

分で混色させることで、輝度低下部が生 じず、光が重な り合う部分の光強度

が低下せず、均一な面状発光を可能とする照明装置を得ることができる。

[0031 ] また本発明は上記構成の照明装置において、前記複数の点状光源は、四角

形状の出光分布を平行に重ならせるようにして前記実装基板の長手方向に沿

つて直線状に配置されていることを特徴としている。この構成によると、点

状光源を直線状に配置することで、それぞれの出光分布を容易に平行に重な

らせることができる。

[0032] また本発明は上記構成の照明装置において、複数の前記点状光源を格子状

に配設 し、上下左右に互いに隣 り合う前記点状光源のそれぞれの出光分布が



、それぞれの四角形状の辺が平行に重なると共に、格子状に配設する4 個の

点状光源の中央部においても、それぞれの拡散光が重なるようにしたことを

特徴としている。この構成によると、格子状に配置された複数の点状光源の

それぞれの出光分布が平行に重なっているので、大きな面積の発光装置であ

つても、重ね合わせ部での光強度が低下せず、均一な面状発光が可能な照明

装置となる。

[0033] また本発明は上記構成の照明装置において、前記複数の点状光源は、前記

実装基板上に等間隔で実装されていることを特徴としている。この構成によ

ると、所定範囲に拡散する点状光源を等間隔で配置することで、拡散光の外

側部分を確実に重なり合わせることが可能となる。そのために、複数の点状

光源からの光が重なり合う部分の光強度が低下せず均一な面状発光を可能と

する照明装置を構築することができる。

[0034] また本発明は上記構成の照明装置において、前記実装基板は、長手方向に

沿って複数列が並んで配置されていることを特徴としている。この構成によ

ると、この実装基板を用いて、複数の点状光源からの光が重なり合う部分の

光強度が低下せず、大きな面積の発光装置であっても、均一な面状発光を可

能とする照明装置を構築することができる。

[0035] また本発明は上記構成の照明装置において、前記複数の点状光源は、複数

に並んで配置されている実装基板において、格子状に配置されていることを

特徴としている。この構成によると、複数の基板を設置 した状態で、それぞ

れの点状光源が格子状に配置されるので、格子状に配置された複数の点状光

源のそれぞれの出光分布が平行に重なって光強度が低下せず、均一な面状発

光を可能とする照明装置を構築することができる。

[0036] また本発明は上記構成の照明装置において、前記複数の点状光源は、該点

状光源が実装された実装基板上で格子状になるように配置されていることを

特徴としている。この構成によると、実装基板上で格子状になるので、格子

状に配置された複数の点状光源のそれぞれの出光分布が平行に重なって光強

度が低下せず、均一な面状発光を可能とする照明装置を構築することができ



る。

[0037] また本発明は上記構成の照明装置において、前記点状光源は、光源である

L E D チップと、該 L E D チップを搭載するサブマウン ト基板 と前記 L E D

チップを封止する封止樹脂 とを備えた L E Dパ ッケージか らな り、射出する

光を四角形状の出光分布で拡散することを特徴 としている。この構成による

と、光源か らの光が四角形状に拡散するので、例 えば、複数の L E D光源を

行列状態に面状に配設するときに、それぞれの出光分布が平行に重なるよう

に配設 して、それぞれの L E D光源の拡散光の外側部分で混色 させることで

、複数の L E D光源の間に輝度低下部が生 じず、光強度が低下せず、均一な

面状発光を可能 とする照明装置を得ることができる。

[0038] また本発明は上記構成の照明装置において、前記点状光源は、前記 L E D

チップぉよび前記封止樹脂を介 して発光 される光を四角形状の出光分布に拡

散する拡散 レンズを備えることを特徴 としている。この構成によると、拡散

レンズの形状によ り、所望の範囲に四角形状に拡散 した出光分布を発揮する

ことができる。

[0039] また本発明は上記構成の照明装置において、前記封止樹脂は、前記 L E D

チップが発光する光を四角形状の出光分布に拡散する形状に固化 されている

ことを特徴 としている。この構成によると、封止樹脂の固化形状によ り、所

望の範囲に四角形状に拡散 した出光分布を発揮することができる。

[0040] また本発明は上記構成の照明装置において、前記 L E D チップが複数配設

されると共に、これ らの複数の L E D チップの出射方向をそれぞれ異なる方

向に出射 させる傾斜面を有する支持台を介 して、それぞれの L E D チップを

前記サブマウン ト基板に搭載 した ことを特徴 としている。この構成によると

、それぞれの L E D チップの光をそれぞれ異なる方向に出射 して拡散 させる

ことができる。そのために、このような L E D光源を所定 ピッチ毎に複数面

状に配置することで、混 ざり合 う光量が増加 し、全体 として光量ムラの無い

高品質な面状発光が可能になる。

[0041 ] また本発明は上記構成の照明装置において、前記支持台は、二つの傾斜面



を備える山型状支持台であることを特徴としている。この構成によると、二

個の L E Dチップを山型状の二つの傾斜面に配設 して、所望の範囲に拡散 し

た出光分布を発揮することができる。

[0042] また本発明は上記構成の照明装置において、前記山型の頂部を平坦にした

台形状支持台とし、この平坦部に、さらに第三の L E Dチップ配設 したこと

を特徴としている。この構成によると、三個の L E Dチップを山型状の二つ

の傾斜面と頂部との計三面に配設 して、所望の範囲に拡散 した出光分布を発

揮することができる。

[0043] また本発明は上記構成の照明装置において、前記支持台は、三つの傾斜面

を備える三角錐状支持台であることを特徴としている。この構成によると、

三個の L E Dチップを山型状の三つの傾斜面に配設 して、所望の範囲に拡散

した出光分布を発揮することができる。

[0044] また本発明は上記構成の照明装置において、前記三角錐状の頂部を平坦と

し、この平坦部に、さらに第四の L E Dチップ配設 したことを特徴としてい

る。この構成によると、四個の L E Dチップを三角錐状の三つの傾斜面と頂

部との計四面に配設 して、所望の範囲に拡散 した出光分布を発揮することが

できる。

[0045] また本発明は上記構成の照明装置において、前記支持台は、四つの傾斜面

を備える四角錐状支持台であることを特徴としている。この構成によると、

四個の L E Dチップを四角錐状の四つの傾斜面に配設 して、所望の範囲に四

角形状に拡散 した出光分布を発揮することができる。

[0046] また本発明は上記構成の照明装置において、前記四角錐状の頂部を平坦と

し、この平坦部に、さらに第五の L E Dチップ配設 したことを特徴としてい

る。この構成によると、五個の L E Dチップを四角錐状の四つの傾斜面と頂

部との計五面に配設 して、所望の範囲に四角形状に拡散 した出光分布を発揮

することができる。

[0047] また本発明は上記構成の照明装置において、前記 L E Dチップは、単色の

第一光を発光する所定の L E Dチップであり、前記封止樹脂は、この第一光



を受 けて別の色の第二光、および または、第三光 を発光す る所定の蛍光体

を含有 し、 これ らの光が混色 した 白色光 を発光す る ことを特徴 と している。

この構成 によると、 白色面状発光 を可能 とす る L E D 光源 を備 える照明装置

を得 る ことができる。

[0048] また本発 明は上記構成の照明装置 において、前記 L E D チ ップは青色 L E

D チ ップであ り、前記蛍光体 は黄色の領域 に発光 ピー クを持つ蛍光体 である

ことを特徴 と している。 この構成 によると、青色 L E D チ ップと黄色蛍光体

を配合 した封止樹脂 を用 いて均一な発光強度の 白色面状発光 を可能 とす る L

E D 光源 を備 える照明装置 を得 る ことができる。

[0049] また本発 明は上記構成の照明装置 において、前記 L E D チ ップは青色 L E

D チ ップであ り、前記蛍光体 は緑色 および赤色の領域 に発光 ピー クを持つ蛍

光体 である ことを特徴 と している。 この構成 によると、青色 L E D チ ップと

緑色蛍光体 および赤色蛍光体 を配合 した封止樹脂 を用 いて均一な発光強度の

白色面状発光 を可能 とす る L E D 光源 を備 える照明装置 を得 る ことができる

[0050] また本発 明は上記構成の照明装置 において、前記点状光源 は、青色 L E D

チ ップに、緑色の領域 に発光 ピー クを持つ蛍光体 を付与す ると共に、赤色 L

E D チ ップを組み合わせ る ことによ り白色発光す る ことを特徴 と している。

この構成 によって も、 白色面状発光 を可能 とす る L E D 光源 を備 える照明装

置 を得 る ことができる。

[0051 ] また本発 明は上記構成の照明装置 において、前記 L E D チ ップは、青色光

を発光す る青色 L E D チ ップと、赤色光 を発光す る赤色 L E D チ ップと、緑

色光 を発光す る緑色 L E D チ ップとを備 え、 これ らの光が混色 した 白色光 を

発光す る ことを特徴 と している。 この構成 によると、三原色の L E D チ ップ

を搭載 し、 これ らの光 を所望の範囲に四角形状 に拡散 した出光分布 を発揮 し

て、均一な 白色面状発光 を可能 とす る L E D 光源 を備 える照明装置 を得 る こ

とができる。

[0052] また本発 明は、請求項 1 か ら 2 2 の いずれかに記載 された照明装置 と、 こ



の照明装置か らの光を利用 して表示を行 う表示パネルを備えた表示装置 とし

たことを特徴 としている。この構成によると、均一な発光輝度の照明装置を

備えて、表示品位の向上 した表示装置を得ることができる。また、それぞれ

の点状光源の光を拡散 しているので光源の設置個数を少な くすることができ

、低コス ト化が可能な表示装置を得ることができる。

[0053] また本発明は上記構成の表示装置において、前記表示パネルが液晶を用い

た液晶パネルであることを特徴 としている。この構成によると、均一な発光

輝度の照明装置を備えて、表示品位の向上 した液晶表示装置を得ることがで

さる。

[0054] また本発明は、請求項 2 3 または 2 4 に記載された表示装置を備えたテ レ

ビ受信装置 としたことを特徴 としている。この構成によると、輝度の落ち込

み部が生 じず発光輝度を安定させて信頼性の向上を図ることが可能なテ レビ

受信装置 となる。

[0055] また本発明は、請求項 1 か ら2 2 のいずれかに記載された照明装置が有す

る点状光源 として用いられる L E D光源であって、光源である L E D チップ

と、該 L E D チップを搭載するサブマウン ト基板と前記 L E D チップを封止

する封止樹脂 とを備えた L E Dパ ッケージか らな り、射出する光を四角形状

の出光分布で拡散することを特徴 としている。この構成によると、 L E D光

源か らの光が四角形状に拡散するので、例えば、複数の L E D光源を行列状

態に面状に配設するときに、それぞれの出光分布が平行に重なるように配設

して、それぞれの L E D光源の拡散光の外側部分で混色 させることで、複数

の L E D光源の間に輝度低下部が生 じず、光強度が低下せず、均一な面状発

光を可能とする L E D光源を得ることができる。

[0056] また本発明は上記構成の L E D光源において、前記 L E D チップおよび前

記封止樹脂を介 して発光される光を四角形状の出光分布に拡散する拡散 レン

ズ、および または、前記 L E D チップが発光する光を四角形状の出光分布

に拡散する形状に固化された前記封止樹脂を備えることを特徴 としている。

この構成によると、拡散 レンズの形状、および または、封止樹脂の固化形



状により、所望の範囲に四角形状に拡散した出光分布を発揮することができ

る。

発明の効果

[0057] 本発明によれば、それぞれの点状光源からの光を四角形状に拡散している

ので、この四角形状の拡散光を平行に重ならせるように複数の点状光源を配

設することで、それぞれの光源からの光を拡散させて面状発光する構成であ

つても、複数の点状光源からの光が重なり合う部分の光強度が低下せず均一

な面状発光を可能とする照明装置を得ることができる。そのために、この照

明装置を用いることで、表示品位の向上した表示装置およびテレビ受信装置

を得ることができる。

図面の簡単な説明

[0058] [図1A]本発明に係る照明装置が備える点状光源から出光され、四角形状に拡

散される出光分布を示す概略説明図である。

[図1B] 図 1 A の出光分布の指向特性を示す図である。

[図2A]従来構成の L E D光源の平面図である。

[図2B]本発明構成の L E D光源の平面図である。

[図2G] 変形例の L E D光源の平面図である。

[図3A]従来の L E D光源から出光され、円形形状に拡散される出光分布を示

す概略説明図である。

[図3B] 図 3 A の出光分布の指向特性を示す図である。

[図4A]本発明構成の L E D光源を格子状に配設した際の出光分布を示す概略

説明図である。

[図4B]従来構成の L E D光源を格子状に配設した際の出光分布を示す概略説

明図である。

[図5A]従来構成の L E D光源の断面図である。

[図5B]従来構成の L E D光源の指向性を示す極座標を用いグラフである。

[図6A]本発明に係る第一実施形態の L E D光源の断面図である。

[図6B]第一実施形態の L E D光源の指向性を示す極座標を用いたグラフであ



る。

[図7A] 本発 明に係 る第二実施 形態の L E D 光源 の断面図で ある。

[図7B] 第 二実施 形態の L E D 光源 の指 向性 を示す極座標 を用 いた グラフで あ

る。

[図8A] 本発 明に係 る支持台の第一例 を示す平面図で ある。

[図8B] 図 8 A の支持台の側 面図で ある。

[図9A] 本発 明に係 る支持台の第二例 を示す平面図で ある。

[図9B] 図 9 A の支持台の側 面図で ある。

[図 10A]本発 明に係 る支持台の第三例 を示す平面図で ある。

[図 10B] 図 1 O A の支持台の側 面図で ある。

[図 11A] 本発 明に係 る支持台の第 四例 を示す平面図で ある。

[図 11B] 図 1 1 A の支持台の側 面図で ある。

[図 12] 液 晶表示装置 の分解斜視 図で ある。

[図 13] 液 晶表示装置 を搭載 したテ レビ受信装置 の分解斜視 図で ある。

発明を実施するための形態

[0059] 以下 に本発 明の実施 形態 を図面 を参照 して説 明す る。また、同一構成部材

につ いては同一の符号 を用 い、詳細 な説 明は適宜省略す る。

[0060] 本発 明に係 る照 明装置 に用 い られ る点状光源 は、例 えば L E D 光源 で あ つ

て、 L E D チ ップと該 L E D チ ップを搭載す るサ ブマ ウン ト基板 と前記 L E

D チ ップを封止す る封止樹脂 とを備 えてパ ッケー ジ化 され た L E D パ ッケ一

ジか らな る。また、本発 明に係 る照 明装置 は、前述 した図 1 2 に示す液 晶表

示装置 6 9 に用 いる直下型のバ ックライ ト装置 で ある。そのため に、それ ぞ

れ が点状光源 で ある L E D 光源 を面状 に複 数配設 して、所定面積 の面状発光

体 を形成 して いる。

[0061 ] この よ うに、点状光源 で ある L E D 光源 を面状 に配設 して面状発光体 を形

成す るので、均一な輝度や色合 いで発光 させ るため に、それ ぞれ の L E D 光

源 か ら出射 され る光 を所定角度拡散 して、隣 り合 う光源 同士の光 を混色 して

いる。



[0062] そのために、それぞれの L E D光源の配設パターンと、それぞれの L E D

光源の光の拡散パターンによって昆色具合の良否が生じる。そこで、面状発

光体の縦横に所定ピッチ毎に複数の L E D光源を配設する配設パターンに適

応させるように、本実施形態に係る L E D光源は、出射される光の出光分布

を四角形状に拡散するようにしている。また、本実施形態に係る照明装置は

、それぞれの四角形状の出光分布が、その周辺部が平行に重なるように、複

数の L E D光源を所定のピッチで配設している。

[0063] そのために、格子状に、あるいは千鳥状に複数の L E D光源を行列状態に

面状に配設する場合には、その列に沿って、それぞれの四角形状の出光分布

が平行に重なるようにする。このようにすると、それぞれの出光分布が、そ

の周辺部領域で確実に重なり、重ならずに光強度が低下する光低下部が生じ

ない。

[0064] 特に、格子状に配設する場合には、上下左右に互いに隣り合うL E D光源

のそれぞれの出光分布が、それぞれの四角形状の辺が平行に重なると共に、

格子状に配設する4 個の L E D光源の対角線が交わる中央部においても、そ

れぞれの拡散光が重なるようにすることが好ましい。

[0065] 次に、図 1 A 、図 1 B を用いて本実施形態に係る L E D光源の出光分布に

ついて説明する。図 1 A は、四角形状に拡散される出光分布を示す概略説明

図である。また、図 1 B は、指向特性を示す図であって、横軸に指向角度を

示し、縦軸にそれぞれの指向角度における光強度の相対値を示している。

[0066] 図 1 A に示すように、本実施形態に係る L E D光源 1 A は、図中の二点鎖

線で示す四角形状の出光分布 H で光を射出する構成とされている。また、

この四角形状の出光分布 H の指向特性は図 1 B に示す、四角形の辺に平行

な中心線 R 2 — R 2 における指向特性 H R 2 と、この中心線 R 2 — R 2 と略

4 5 ° 傾斜した対角線 R 1 — R 1 における指向特性 H R 1 とを有する。この

ように、対角線方向の出光分布をより広角度に拡散することで四角形状の出

光分布 H を得ることができる。

[0067] この四角形状の出光分布 H を得る方法としては、例えば、拡散レンズを



用いる方法と、複数の L E D チップを傾斜台を介 して異なる方向に向けて設

置する方法と、封止樹脂を所望の方向に光を拡散可能な形状に固化する方法

、およびこれ らの方法を組み合わせて用いることができる。これ らの方法に

ついて図 2 A 〜図 2 C を用いて説明する。

[0068] 図 2 A は、四角形状の出光分布ではない従来構成の L E D 光源 1 B を示 し

ている。この L E D 光源 1 B は、基台 （例えば、サブマウン ト基板 1 1 ) に

、 L E D チップ 1 2 と封止樹脂 1 4 と拡散 レンズ 1 5 を備えてパッケージ化

されている。この際に、外形が円形の拡散 レンズ 1 5 を用いて、射出する光

を全周囲に平均的に拡散 している。

[0069] このときに、図 2 B に示すように、拡散 レンズ 1 5 に替えて、対角線方向

の出光強度を強 くする機能を有する外形が略四角形の拡散 レンズ 1 5 A を装

着 した L E D 光源 1 A とすると、前述 した四角形状の出光分布 H を得る

ことができる。

[0070] また、図 2 C に示す変形例のように、図 2 A の L E D 光源 1 B の封止樹脂

4 に替えて、対角線方向の出光強度を強 くする四角形状に固化された封止

樹脂 1 4 A を装着 した L E D 光源 1 A 2 とすることでも、前述 した四角形状

の出光分布 H を得ることができる。

[0071 ] また、対角線方向の出光強度を強 くする封止樹脂 1 4 A と拡散 レンズ 1 5

A を共に備える L E D 光源であってもよく、これ らを組み合わせて所望の形

状に拡散する出光分布を呈する L E D 光源を生成可能となる。

[0072] このように、それぞれが点状光源である L E D 光源を面状に複数配設する

際に、配設パターンに応 じて、それぞれの L E D 光源から出射される光を、

その拡散領域において均一に混色 して、輝度ムラや色ムラを生 じない拡散パ

ターンを得るようにしている。

[0073] 例えば、図 2 A に示す従来構成の L E D 光源 1 B は、封止樹脂 1 4 も拡散

レンズ 1 5 も、射出する光を全周囲に平均的に拡散 しているので、隣 り合う

1_ 巳0 光源 1 B 間の距離に応 じて拡散領域における光の強度が異な り、例え

ば格子状に 4 個の L E D 光源を配設すると、上下左右間の距離に比べて、対



角線間の距離が長 くなつて しまい、対角線が交わる格子状の真ん中部分の光

強度が低下する。

[0074] 図 3 A に示す、射出する光を全周囲に平均的に拡散 している従来の L E D

光源 1 B は、図中の二点鎖線で示す略円形の出光分布 H 2 を有する。そ して

、この出光分布 H 2 は、第一の中心線 R 3 _ R 3 における指向特性 と、この

中心線 R 3 — R 3 と 4 5 ° 傾斜 した第二の中心線 R 4 — R 4 における指向特

性 とが同 じ大きさとなって、図 3 B に示すような、単一の指向特性 H R 3 を

発揮する。

[0075] そのために、この L E D 光源 1 B を格子状に 4 個設置すると、例 えば、図

4 B に示すように、 L E D 光源 1 B a と L E D 光源 1 B b を左右に配設 し、

この下側に L E D 光源 1 B c 、 B d を並設する。すると、図中おいて、左

右に離れた L E D 光源 1 B a の出光分布 H 2 a と L E D 光源 1 B b の出光分

布 H 2 b とはその拡散光が重な り、上下に離れた L E D 光源 1 B a の出光分

布 H 2 a と L E D 光源 1 B c の出光分布 H 2 c とはその拡散光が重なってい

る。 し力、し、対角線状に離れた L E D 光源 1 B a の出光分布 H 2 a と L E D

光源 1 B d の出光分布 H 2 d との間は、その拡散光が重なっていない。

[0076] 同 じように、対角線状に離れた L E D 光源 1 B b の出光分布 H 2 b と L E

D 光源 1 B c の出光分布 H 2 c との間は、その拡散光が重なっておらず、円

形の出光分布を有する L E D 光源 1 B ( 1 B a 、 1 B b 、 1 B c 、 B d )

4 個 を格子状に配設 したときの対角線が交わる中央部においては、それぞれ

の拡散光が重な らない光低下部 C 2 (図中の破線で囲んだ領域）が生 じる場

合がある。

[0077] ところが、図 4 A 中の二点鎖線で示すように、それぞれが四角形状の出光

分布 H 1 を有する L E D 光源 1 A ( 1 A a 、 1 A b 、 1 A c 、 A d ) を格

子状の 4 個配置すると、図中の左右に隣 り合 う 1_ 巳0 光源 1 A a の出光分布

H a と L E D 光源 1 A b の出光分布 H b とはその拡散辺部が重な り、上

下に離れた L E D 光源 1 A a の出光分布 H 1 a と L E D 光源 1 A c の出光分

布 H 1 c とはその拡散辺部が重なっている。さらに、対角線状に離れた L E



D 光源 1 A a の出光分布 H 1 a と L E D 光源 1 A d の出光分布 H d との間

も、その拡散辺部が重なっている。

[0078] 同じように、対角線状に離れた L E D 光源 1 A b の出光分布 H 1 b と L E

D 光源 1 A c の出光分布 H c との間も、その拡散辺部が重なっており、格

子状に配設する 4 個の L E D 光源 1 A ( 1 A a 、 1 A b 、 1 A c 、 A d )

の中央部においては、それぞれの拡散光が重なる光昆色部 C が生 じている

[0079] このように、複数の L E D 光源を格子状に配設する配設パターンにおいて

、それぞれの L E D 光源が四角形状の出光分布を備えていれば、複数の L E

D 光源を行列状態に面状に配設するときに、それぞれの出光分布が平行に重

なるように配設 して、それぞれの L E D 光源の拡散光の外側部分で混色させ

ることで、複数の L E D 光源の間に輝度低下部が生 じず、光強度が低下せず

、均一な面状発光を可能とする L E D 光源を得ることができて好ましい。

[0080] 次に、それぞれの L E D 光源の出光パターン （光の角度分布であって、以

後、指向性と称する）、および、拡散光を得る光源構成について、図 5 〜図

を用いて説明する。

[0081 ] 図 5 は、図 5 A に従来構成の L E D 光源 1 B a を示 し、図 5 B にこの L E

D 光源 1 B a の指向性を極座標を用いて示 している。極座標における縦軸の

0 〜 1 の数値は、光強度の相対値を示 している。

[0082] すなわち、基台 （例えば、サブマウン ト基板 1 1 ) に、 L E D チップ 1 2

とリフレクタ 1 3 と封止樹脂 1 4 とを備えてパッケージ化された従来構成の

1_ 巳0 光源 1 B a は、角度が 0 ° 付近の光強度が強 く、実装面に対 してほぼ

垂直方向に光が発せ られている。

[0083] しか し、図 6 A に示す第一実施形態例のように、対角線方向の出光強度を

強 くする機能を有する拡散 レンズ 1 5 A を装着 した L E D 光源 1 A a であれ

ば、図 6 A の極座標に示されるように、実装面に対 して 0 ° 付近に光を発さ

ず、 ± 7 0 ° 付近まで実装面に近づくように光を発する。すなわち、拡散 レ

ンズ 1 5 A を介 して、光を所定方向に拡散することができる。



[0084] また、図 7 A に示す第二実施形態例である L E D 光源 1 A b のように、複

数の L E D チ ップ 1 2 A 、 2 B の出射方向をそれぞれ異なる方向に出射 さ

せる傾斜面を有する支持台 1 6 を介 して、それぞれの L E D チ ップを基台 （

サブマウン ト基板 1 1 ) に搭載 した構成であっても、図 7 B の極座標に示さ

れるように、実装面に対 して 0 ° 付近に光を発 さず、± 7 0 ° 付近まで実装

面に近づ くように光を発する。すなわち、複数の L E D チ ップを支持台 1 6

を介 して異なる方向に出射 させることで、光を所定方向に拡散することがで

さる。

[0085] また、想像線で示すように前述 した拡散 レンズ 1 5 A を装着 して、さらに

、対角線方向の出光強度を強 くして、所望の四角形状の出光分布を得ること

も可能である。

[0086] リフレクタ 1 3 は、例 えば液晶パネルなどの表示部に向けて光を反射する

機能を有するので、拡散 された光が実装面に近づき過 ぎても、上方の表示部

に向けて反射するので、光の損失を低減 して有効活用することができる。

[0087] 複数の L E D チ ップを傾斜 させて実装する方法 としては、例 えば、図 8 A

、図 8 B に示す第一例の山型状支持台 1 6 A を介 して二個の L E D チ ップ 1

2 A 、 2 B を実装する方法、図 9 A 、図 9 B に示す第二例の台形状支持台

1 6 B を介 して三個の L E D チ ップ 1 2 A 、 1 2 B 、 1 2 C を実装する方法

、図 1 O A 、図 1 0 B に示す第三例の三角錐状支持台 1 6 C を介 して三個の

L E D チ ップ 1 2 A 、 1 2 B 、 1 2 C を実装する方法、図 1 1 A 、図 1 1 B

に示す第四例の四角錐状支持台 1 6 D を介 して四個の L E D チ ップ 1 2 A 、

1 2 B 、 1 2 C 、 1 2 D を実装する方法などがある。

[0088] 図 8 A の平面図に示すように、例 えば平面視四角形の基台 （サブマウン ト

基板 1 1 ) に山型状支持台 1 6 A を取 り付け、この山型状の二つの傾斜面に

それぞれ L E D チ ップ 1 2 A 、 1 2 B を実装 した L E D 光源 1 A b とする。

すると、図 8 B の側面図に示すように、サブマウン ト基板 1 1 の実装面に対

して傾斜 した方向に出射する姿勢で L E D チ ップ 1 2 A 、 2 B が配設 され

る。



[0089] この よ うに、傾斜面に実装 された L E D チ ップ 1 2 A 、 2 B か ら射出 さ

れ る光 は、サ ブマウン ト基板 1 1 の実装面に対 して傾斜 した方 向に出射す る

ので、前述 した拡散光 と同様 に実装面に対 して 0 ° 付近 に光 を発 さず、所定

角度拡散 して実装面に近づ くよ うに光 を発す る。すなわ ち、複数の L E D チ

ップを山型状支持台 1 6 A を介 して異 なる方 向に出射 させ る ことで、光 を所

定範囲に拡散す る ことができる。

[0090] また、図 9 A の平面図、および、図 9 B の側面図に示す よ うに、山型の頂

部 を平坦 に した台形状支持台 1 6 B を用 いて、二面の傾斜面に実装す る L E

D チ ップ 1 2 A 、 2 B に加 えて、平坦部 に第三の L E D チ ップ 1 2 C を設

けた構成の L E D 光源 1 A c で あって も、サ ブマウン ト基板 1 1 の実装面に

対 して傾斜 した異 なる方 向に出射す る L E D チ ップ 1 2 A 、 2 B を介 して

、光 を所定範囲に拡散す る ことができる。

[0091 ] この よ うに、平坦な頂部 と二つの傾斜面 を備 える台形状支持台 1 6 B を介

して、三個の L E D チ ップをそれ ぞれ異 なる方 向に向か う三面に配設す る こ

とで、所望の範囲に、例 えば擬似四角形状 に拡散 した出光分布 を発揮す る こ

とができる。

[0092] また、図 1 O A の平面図、および、図 1 0 B の側面図に示す よ うに、三つ

の傾斜面 を備 える三角錐状支持台 1 6 C を用 いて、三個の L E D チ ップ 1 2

A 、 1 2 B 、 1 2 C を設 けた構成の L E D 光源 1 A d で あって も、光 を所定

範囲に拡散す る ことができる。

[0093] この よ うに、三つの傾斜面 を備 える三角錐状支持台 1 6 C を介 して、三個

の L E D チ ップをそれ ぞれ異 なる方 向に向か う三面に配設す る ことで、所望

の範囲に、例 えば擬似四角形状 に拡散 した出光分布 を発揮す る ことができる

[0094] また、図 1 1 A の平面図、および、図 1 1 B の側面図に示す よ うに、四つ

の傾斜面 を備 える四角錐状支持台 1 6 D を用 いて、四個の L E D チ ップ 1 2

A 、 1 2 B 、 1 2 C 、 1 2 D を設 けた構成の L E D 光源 1 A e で あって も、

光 を所定範囲に拡散す る ことができる。



[0095] このように、四つの傾斜面を備える四角錐状支持台 1 6 D を介して、四個

の L E D チップをそれぞれ異なる方向に向かう四面に配設することで、所望

の範囲に、例えば略四角形状に拡散した出光分布を発揮することができる。

[0096] また、四角錐状の頂部を平坦とし、さらに第五の L E D チップ配設した構

成にすることでも、五個の L E D チップを四角錐状の四つの傾斜面と頂部と

の計五面に配設して、所望の範囲に略四角形状に拡散した出光分布を発揮す

ることができる。

[0097] 上記したように、複数の L E D チップの出射方向をそれぞれ異なる方向に

出射させる傾斜面を有する支持台 1 6 ( 1 6 A 、 1 6 B 、 1 6 C 、 6 D )

を介して、実装面に対して 0 ° 付近に光を発さず、実装面に近づくように拡

散した光を発する。すなわち、複数の L E D チップを支持台 1 6 を介して異

なる方向に出射させることで、光を所定方向に拡散することができる。

[0098] 前記 L E D チップは、例えば、単色の第一光を発光する所定の L E D チッ

プである。また、この第一光を受けて別の色の第二光、および または、第

三光を発光する所定の蛍光体を含有する封止樹脂を用いて、これらの光が混

色 した白色光を発光する L E D光源を得ることができる。

[0099] 例えば、 L E D チップは青色 L E D チップであり、蛍光体は黄色の領域に

発光ピークを持つ蛍光体である。この構成であれば、青色 L E D チップと黄

色蛍光体を配合した封止樹脂を用いて均一な発光強度の白色面状発光を可能

とする L E D光源を備える照明装置を得ることができる。

[01 00] また、 L E D チップは青色 L E D チップであり、蛍光体は緑色および赤色

の領域に発光ピークを持つ蛍光体であってもよく、この構成でも、青色 L E

D チップと緑色蛍光体および赤色蛍光体を配合した封止樹脂を用いて均一な

発光強度の白色面状発光が可能となる。

[01 0 1] さらに、点状光源は、青色 L E D チップに、緑色の領域に発光ピークを持

つ蛍光体を付与すると共に、赤色 L E D チップを組み合わせることにより白

色発光する構成であってもよく、このような構成によっても、白色面状発光

を可能とする L E D光源を備える照明装置を得ることができる。



[01 02] また、 L E D チ ップが、それぞれ、青色光 を発光す る青色 L E D チ ップと

、赤色光 を発光す る赤色 L E D チ ップと、緑色光 を発光す る緑色 L E D チ ッ

プとを備 えた構成 と し、 これ らの光 を混色 して白色光 を発光す る L E D 光源

であってもよい。

[01 03] このように、白色光 を発光す る L E D 光源 を用 いて、バ ックライ ト装置 と

なる照明装置 を構築す ることができる。そのために、本実施形態に係 る照明

装置 は、図 1 2 に示す L E D バ ックライ ト装置 4 9 が備 える点状光源 （L E

D 光源） 1 を四角形状の出光分布で拡散す る L E D 光源 1 A ( 1 A a 〜 1 A

e ) に替 えた照明装置 4 であ り、その他の構成は同一であるので、図 1 2 を

用 いて照明装置 4 と して説明す る。また、 この照明装置 4 と液晶パネル 5 9

を備 えた表示装置 を液晶表示装置 6 と して説明す る。

[01 04] 上記 したように、本実施形態に係 る照明装置 4 は、出射す る光 を四角形状

の出光分布で拡散す る点状光源 と して L E D 光源 を備 えてお り、 この L E D

光源が実装 された実装基板 を備 えている。そ して、 L E D 光源 と して前述 し

た L E D 光源 1 A ( 1 A a 〜 1 A e ) を用 いる。また、実装基板 2 に これ

らの L E D 光源 1 A を所定 ピッチ毎に複数配設す る際に、 1_ 巳 0 光源 1 A が

発揮す る拡散 した四角形状の出光分布 を平行に重な らせ るように して複数の

点状光源 を配設す る。

[01 05] 上記の構成であれ ば、複数配設す るそれぞれの L E D 光源 1 A か らの光が

四角形状に拡散す るので、例 えば、複数の L E D 光源 を格子状に配設 した と

きにも、それぞれの列の出光分布 を平行に揃 えると共に、格子状の外側の重

な り部分にまでそれぞれの光源か らの拡散光 を出光す ることで、複数の L E

D 光源か らの光が重な り合 う部分の光強度が低下せず均一な面状発光 を可能

とす る照明装置 4 を得 ることができる。

[01 06] また、複数の L E D 光源 1 A を、その出光分布が平行になるように配設す

るとは、複数の L E D 光源 1 A の出光分布 を行列状態に平行に揃 えて面状に

配設す ることであ り、複数の L E D 光源 1 A を格子状 も しくは千鳥状に配設

す ることである。特に、複数の L E D 光源 1 A を格子状に配設す ると、左右



上下の光源間の距離 と比較 して対角線間の距離が長 くなるので、本実施形態

に係 る四角形状の出光分布 を備 える L E D 光源 1 A を用 いることで、光束の

落ち込み部分 を生成せずに、均一な面状発光が可能 となる。

[01 07] また、格子状に配設す る複数の L E D 光源 1 A は、上下左右 に互 いに隣 り

合 う L E D 光源 1 A のそれぞれの出光分布が、それぞれの四角形状の辺が平

行に重なると共に、格子状に配設す る 4 個の L E D 光源 1 A の対角線が交わ

る中央部においても、それぞれの拡散光が重なるようにす ることが好ま しい

。 このようにす ることで、点状光源である L E D 光源 1 A を所定 ピッチ毎に

複数配設 した構成の面状発光体の発光輝度に落ち込み部が生 じず、均一な輝

度の照明装置 4 を構築す ることができる。

[01 08] 上記 したように、照明装置 4 に用 いる複数の点状光源 は、四角形状の出光

分布 を平行に重な らせ るように して実装基板 2 の長手方向に沿 って直線状

に配置 されている。 このような構成であれ ば、点状光源 を直線状に配置す る

ことで、それぞれの出光分布 を容易に平行に重な らせ ることができる。その

ために、重ね合わせ部での光強度が低下せず、均一な面状発光が可能 となる

[01 09] また、複数の点状光源 を格子状に配設 し、上下左右 に互 いに隣 り合 う点状

光源のそれぞれの出光分布が、それぞれの四角形状の辺が平行に重なると共

に、格子状に配設す る 4 個の点状光源の中央部においても、それぞれの拡散

光が重なるように している。 このような構成であれ ば、格子状に配置 された

複数の点状光源のそれぞれの出光分布が平行に重な つているので、大 きな面

積の発光装置であっても、重ね合わせ部での光強度が低下せず、均一な面状

発光が可能な照明装置 4 となる。

[01 0] また、複数の点状光源 は、実装基板 2 上 に等間隔で実装 されていること

が好ま しい。 このような構成であれ ば、所定範囲に拡散す る点状光源 を等間

隔で配置す ることで、拡散光の外側部分 を確実に重な り合わせ ることが可能

となる。そのために、複数の点状光源か らの光が重な り合 う部分の光強度が

低下せず均一な面状発光 を可能 とす る照明装置 を構築す ることができる。



[01 11] また、実装基板は、長手方向に沿 って複数列が並んで配置 されていること

が好ま しい。 このような構成であれ ば、 この実装基板 を用 いて、複数の点状

光源か らの光が重な り合 う部分の光強度が低下せず、大 きな面積の発光装置

であっても、均一な面状発光 を可能 とす る照明装置 4 を構築す ることができ

る。

[01 2] また、複数の点状光源 は、設置 された状態で格子状に配設 されていれ ばよ

いので、複数に並んで配置 されている実装基板において、格子状に配置 され

ていることが好ま しい。 このような構成であれ ば、複数の基板 を設置 した状

態で、それぞれの点状光源が格子状に配置 され るので、格子状に配置 された

複数の点状光源のそれぞれの出光分布が平行に重な って光強度が低下せず、

均一な面状発光 を可能 とす る照明装置 4 を構築す ることができる。

[01 3] また、複数の点状光源 は、該点状光源が実装 された実装基板上で格子状に

なるように配置 されていてもよい。 このような構成であれ ば、実装基板上で

格子状になるので、格子状に配置 された複数の点状光源のそれぞれの出光分

布が平行に重な って光強度が低下せず、均一な面状発光 を可能 とす る照明装

置 4 を構築す ることができる。

[01 4] この ように、四角形状の出光分布で拡散す る L E D 光源 1 A は、特に、 こ

れ らの L E D 光源 1 A を格子状に配設す る構成の照明装置 4 ( L E D バ ック

ライ ト装置）にとつて好適 となる。

[01 5] また、 この L E D 光源 1 A ( 1 A a 〜 1 A e ) を備 えた照明装置 4 と表示

パネル とを備 えた表示装置 は、均一な発光輝度の照明装置 を備 えて、表示品

位の向上 した表示装置 を得 ることができる。また、それぞれの点状光源の光

を拡散 しているので光源の設置個数 を少な くす ることができ、低 コス ト化が

可能な表示装置 とな って好ま しい。

[01 6] また、表示パネルが液晶を用 いた液晶パネル 5 9 であれ ば、本実施形態に

係 る L E D 光源 1 A ( 1 A a 〜 1 A e ) を備 えた照明装置 4 と液晶パネル 5

9 とを備 えた液晶表示装置 6 は、輝度の落ち込み部が生 じず発光輝度 を安定

させて信頼性の向上 を図ることが可能 となる。また、それぞれの L E D 光源



A の光 を拡散 しているので L E D 光源 1 A の設置個数 を少な くす ることが

でき、低 コス ト化が可能な表示装置 とな って好ま しい。

[01 7] 液 晶表示装置 6 は、例 えば図 1 3 に示す ように、液晶テ レビ7 9 の表示部

と して用 いることができる。なお、 このような液晶テ レビ7 9 は、テ レビ放

送信号 を受信 して画像 を映す ことか ら、テ レビ受信装置 といえる。

[01 8] 上記 したように、本発明によれ ば、射出す る光 を四角形状の出光分布で拡

散す る点状光源 を用 いた照明装置 と したので、複数の点状光源 を行列状態に

面状に配設す るときに、それぞれの出光分布が平行に重なるように配設 して

、それぞれの点状光源の拡散光の外側部分で混色 させ ることで、複数の点状

光源の間に輝度低下部が生 じず、光強度が低下せず、均一な面状発光 を可能

とす る照明装置 を得 ることができる。

[01 9] この際に、点状光源 は自発光す る発光素子であれ ばよ く、例 えば、 L E D

チ ップを用 いた L E D パ ッケー ジか らなる L E D 光源 を用 いることができる

。そのために、四角形状の出光分布で拡散す る L E D 光源 を用 いた照明装置

であれ ば、複数の L E D 光源か らの光が重な り合 う部分の光強度が低下せず

均一な面状発光 を可能 とす る照明装置 （L E D バ ックライ ト装置）を得 こと

ができる。

[01 20] また、 この照明装置 （L E D バ ックライ ト装置）を備 えた （液晶）表示装

置 は、輝度の落ち込み部が生 じず発光輝度 を安定 させて信頼性の向上 を図る

ことが可能 となる。また、それぞれの L E D 光源の光 を拡散 しているので L

E D の設置個数 を少な くす ることができ、低 コス ト化が可能 となる。

産業上の利用可能性

[01 2 1 ] そのために、本発明に係 る照明装置 は、 L E D 光源の配設数 を減 らしても

、発光輝度 を安定 させて信頼性の向上 を図ることが可能 となる液晶表示装置

の照明装置 （L E D バ ックライ ト装置）に好適に利用可能 となる。

符号の説明

[01 22] 点状光源

A L E D 光源 （本発明に係 る点状光源）



B L E D 光源 （従来構成の点状光源）

4 照明装置 （L E D バ ックライ ト装置 )

6 (液 晶）表示装置

サ ブマウン ト基板

1 2 L E D チ ップ

4 封止樹脂

5 拡散 レンズ

5 A 拡散 レンズ （本発明に係 る）

6 支持台

6 A 山型状支持台

6 B 台形状支持台

6 C 三角錐状支持台

6 D 四角錐状支持台

4 9 L E D バ ックライ ト装置 （照明装置 )

5 9 液晶パネル

6 9 液晶表示装置

H 出光分布

H R 指 向特性



請求の範囲

複数の点状光源 と、該点状光源が実装 された実装基板 を備 え、前記

点状光源か ら出射す る光 を四角形状の出光分布で拡散す ることを特徴

とす る照明装置。

前記複数の点状光源 は、四角形状の出光分布 を平行に重な らせ るよ

うに して前記実装基板の長手方向に沿 って直線状に配置 されているこ

とを特徴 とす る請求項 1 に記載の照明装置。

複数の前記点状光源 を格子状に配設 し、上下左右 に互 いに隣 り合 う

前記点状光源のそれぞれの出光分布が、それぞれの四角形状の辺が平

行に重なると共に、格子状に配設す る 4 個の点状光源の中央部におい

ても、それぞれの拡散光が重なるように した ことを特徴 とす る請求項

または 2 に記載の照明装置。

前記複数の点状光源 は、前記実装基板上に等間隔で実装 されている

ことを特徴 とす る請求項 1 か ら 3 の いずれかに記載の照明装置。

前記実装基板は、長手方向に沿 って複数列が並んで配置 されている

ことを特徴 とす る請求項 1 か ら4 の いずれかに記載の照明装置。

前記複数の点状光源 は、複数に並んで配置 されている実装基板にお

いて、格子状に配置 されていることを特徴 とす る請求項 1 か ら 5 の い

ずれかに記載の照明装置。

前記複数の点状光源 は、該点状光源が実装 された実装基板上で格子

状になるように配置 されていることを特徴 とす る請求項 1 に記載の照

明装置。

前記点状光源 は、光源である L E D チ ップと、該 L E D チ ップを搭

載す るサ ブマウン ト基板 と前記 L E D チ ップを封止す る封止樹脂 とを

備 えた L E D パ ッケー ジか らな り、

射出す る光 を四角形状の出光分布で拡散す ることを特徴 とす る請求

項 1 か ら 7 の いずれかに記載の照明装置。

前記点状光源 は、前記 L E D チ ップおよび前記封止樹脂 を介 して発光



され る光 を四角形状の出光分布に拡散す る拡散 レンズを備 えることを

特徴 とす る請求項 8 に記載の照明装置。

[請求項 10] 前記封止樹脂 は、前記 L E D チ ップが発光す る光 を四角形状の出光分

布に拡散す る形状に固化 されていることを特徴 とす る請求項 8 または

9 に記載の照明装置。

[請求項 11] 前記 L E D チ ップが複数配設 され ると共に、 これ らの複数の L E D チ

ップの出射方向をそれぞれ異なる方向に出射 させ る傾斜面を有す る支

持台を介 して、それぞれの L E D チ ップを前記サ ブマウン ト基板に搭

載 した ことを特徴 とす る請求項 8 か ら 1 0 の いずれかに記載の照明装

置。

[請求項 12] 前記支持台は、二つの傾斜面を備 える山型状支持台であることを特徴

とす る請求項 1 1 に記載の照明装置。

[請求項 13] 前記支持台を、前記山型の頂部 を平坦に した台形状の支持台 と し、 こ

の平坦部に、 さらに第三の L E D チ ップ配設 した ことを特徴 とす る請

求項 1 2 に記載の照明装置。

[請求項 14 ] 前記支持台は、三つの傾斜面を備 える三角錐状の支持台であることを

特徴 とす る請求項 1 1 に記載の照明装置。

[請求項 15] 前記三角錐状の頂部 を平坦 と し、 この平坦部に、 さらに第四の L E D

チ ップを配設 した ことを特徴 とす る請求項 1 4 に記載の照明装置。

[請求項 16] 前記支持台は、四つの傾斜面を備 える四角錐状の支持台であることを

特徴 とす る請求項 1 1 に記載の照明装置。

[請求項 17] 前記四角錐状の頂部 を平坦 と し、 この平坦部に、 さらに第五の L E D

チ ップを配設 した ことを特徴 とす る請求項 1 6 に記載の照明装置。

[請求項 18] 前記 L E D チ ップは、単色の第一光 を発光す る所定の L E D チ ップで

あ り、前記封止樹脂 は、 この第一光 を受けて別の色の第二光、および

または、第三光 を発光す る所定の蛍光体 を含有 し、 これ らの光が混

色 した 白色光 を発光す ることを特徴 とす る請求項 8 か ら 1 7 の いずれ

かに記載の照明装置。



[請求項 19] 前記 L E D チ ップは青色 L E D チ ップであ り、前記蛍光体 は黄色の

領域 に発光 ピークを持つ蛍光体であることを特徴 とす る請求項 1 8 に

記載の照明装置。

[請求項20] 前記 L E D チ ップは青色 L E D チ ップであ り、前記蛍光体 は緑色 お

よび赤色の領域 に発光 ピークを持つ蛍光体であることを特徴 とす る請

求項 1 8 に記載の照明装置。

[請求項 2 1 ] 前記点状光源 は、青色 L E D チ ップに、緑色の領域 に発光 ピークを

持つ蛍光体 を付与す ると共に、赤色 L E D チ ップを組み合わせ ること

によ り白色発光す ることを特徴 とす る請求項 8 か ら 1 7 の いずれかに

記載の照明装置。

[請求項22] 前記 L E D チ ップは、青色光 を発光す る青色 L E D チ ップと、赤色光

を発光す る赤色 L E D チ ップと、緑色光 を発光す る緑色 L E D チ ップ

とを備 え、 これ らの光が混色 した 白色光 を発光す ることを特徴 とす る

請求項 8 か ら 1 7 の いずれかに記載の照明装置。

[請求項23] 請求項 1 か ら 2 2 の いずれかに記載 された照明装置 と、該照明装置か

らの光 を利用 して表示を行 う表示パネル とを備 えた ことを特徴 とす る

表示装置。

[請求項24] 前記表示パネルが液晶を用 いた液晶パネルであることを特徴 とす る請

求項 2 3 に記載の表示装置。

[請求項25] 請求項 2 3 または 2 4 に記載 された表示装置 を備 えた ことを特徴 とす

るテ レビ受信装置。

[請求項26] 請求項 1 か ら 2 2 の いずれかに記載 された照明装置が有す る点状光源

と して用 い られ る L E D 光源であって、

光源である L E D チ ップと、該 L E D チ ップを搭載す るサ ブマウン

ト基板 と前記 L E D チ ップを封止す る封止樹脂 とを備 えた L E D パ ッ

ケー ジか らな り、

射出す る光 を四角形状の出光分布で拡散す ることを特徴 とす る L E

D 光源。



[請求項27] 前記 L E D チ ップおよび前記封止樹脂 を介 して発光 され る光 を四角形

状の出光分布に拡散す る拡散 レンズ、および または、前記 L E D チ

ップが発光す る光 を四角形状の出光分布に拡散す る形状に固化 された

前記封止樹脂 を備 えることを特徴 とす る請求項 2 6 に記載の L E D 光
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